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The present paper is a supplment to Nishigauchi (2019, Nihongo Bunpô: Journal
of Japanese Grammar 19(1)). Summary of the analysis developed in Nishigauchi
(2019), with the addition of theoretical and analytica detail, is presented (sections
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1–2), arguments for the syntactic analysis based on syntactic connectivity (bound
variable interpretation of pronouns, relative scope interpretaion of quantiﬁers, and
quantiﬁer ﬂoat) is presented (section 3), phenomena which require reference to
temporal semantics are discussed (section 4), and a more detailed discussion than
Nishigauchi (2019) on the diﬀerence between ‘X-o Y-ni’ and ‘X-o Y-ni site’ is
presented (section 5).
キーワード: 「Xを Yに」，「関数名詞（句）」，指定文，「時」の解釈
Key Words: ‘X-o Y-ni’ adjunct, the functional NP, speciﬁcational sentences, temporal inter-
pretation
1. はじめに
西垣内 (2019)は，村木 (1983),寺村 (1983),三宅 (2011)などで論じられている，「Xを
Yに · · ·する」という付帯条件を表すとされる構文について，西垣内 (2016)での分析を発
展させた，2節で説明する「関数名詞句」からの派生による新しい分析を提案している。
(1) a. 地図をたよりに，（私が）人をたずねる。(三宅 2011, 75,例 (23))
b. チャドとスーダンを舞台に，両超大国のつばぜり合いが激化している。(村木
1983, 267,例 (1))













西垣内 (2016)は，「Xを Yに」の構造と派生に関して，西垣内 (2016)では「中核名詞
句」と呼ばれ，西垣内 (2018)以降では「関数名詞句」と呼ばれている名詞句の構造から
「Xを Yに」が派生するという趣旨の分析を展開している。「関数名詞句」は，その投射










(3) 「関数名詞句」の主要部 Nは，外項 αが Nの意味的領域を限定 (delimit)し，内


































































































































































































(15) a. [NP [人] [N′ [特性] [N {たより /誇り /はげみ}]]]
























































































































(22) a. 全員の当選が政治家たちの{目標 / ?目的}だ。



































































































































(31) a. ←−山田くんを{*部下に /同行者に}−→
←− ヨーロッパ出張 −→


























































4西垣内 (2016) は，同様の，統語論で捉えられない問題を，「（酒の）肴」「素材」を含む「X を Y に」につ
いて指摘している。





(38) a. 筒香嘉智を選手にして，侍ジャパンが勝利をつづけた。Cf. 西垣内 (2019,
(8b))
b. 地図をたよりにして，その家が見つかった。Cf. 西垣内 (2019, (20c))
c. 自分の昇任を {誇り /はげみ}にして，山田くんの営業成績が上がった。Cf.
西垣内 (2019, (26b))









(39) [TP pro [VP[SC Xを Y]にし]て]
この構造には「Xが Yだ」の関係を示す小節 (small clause)が含まれ，主語に非義務的コ
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